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ESP-WROOM02簡単マニュアル

型式：ESP-WROOM02 REV1.14

Wi-Fi-UARTシリアルモジュール

(C)2015 マイクロテクニカ

■簡単使い方ガイド

※本ガイドは製品の使い方を簡易的にご案内したものです。正式なマ

ニュアルはメーカー発行のデータシート及びユーザーズガイドをご覧下

さい。本ガイドは補足としてご使用ください。

製品の概要

WiFi-UARTシリアルモジュール(型式：ESP-WROOM02、以下型式で

記載）はボード上にアンテナを搭載し、日本国内で使用可能な技術基

準適合マーク（技適）を取得したシリアル通信無線化Wi-Fiボードです。

非同期式シリアル通信(UART)信号をWi-Fi規格の信号として送信、受

信が可能です。技適以外にもFCC及びCEの認証も取得しており安心で

す。

本モジュールは、非同期式シリアル通信(UART)をWi-Fiで無線化し、

遠隔地の機器と通信を可能にするものです。指定したSSIDのアクセス

ポイントに接続してすぐに通信を行えます。もちろん無線LANセキュリ

ティにも対応。WPA/WPA2、WEP/TKIP/AESの暗号化に対応してい

ます。

従来のUART通信ができれば、簡単なコマンドだけでWi-Fi通信を実

現できます。ワンチップマイコンなどで今話題のIoTを実現するには最

適のデバイスです。UART通信の通信速度は115.2kbpsがデフォルトに

なっています。 本体の設定や各種ネットワークの設定はUART通信で

行うことができます。コマンド体系はATコマンド。理解しやすい文字列

でのやりとりなのでマイコンからでも簡単制御。ESP-WROOM02はA

Tコマンドによる動作モードの他に、トランスペアレントモードを搭載。ト

ランスペアレントモードを実行するとすべてのデータはコマンドではな

く相手機器に送信するデータとして認識され、まるで有線で接続されて

いるかのように、シームレスに送受信ができるようになります。ATコマ

ンドモードとトランスペアレントモードは簡単に切り替えられます。

本モジュールは「ステーションモード」「ソフトAPモード」「ソフトAP+

ステーションモード」の3モードを設定して使用できます。

本ESP-WROOM02のもう一つの大きな特徴が、Arduino IDEを使っ

てESP-WROOM02本体にプログラムを書き込み実行できるという点

です。本体には大きなプログラムメモリー(32Mビット=4Mバイト)があ

り、ここにArduino IDEを使ってスケッチを書き、プログラムをダウンロ

ードして実行できます。十分なメモリー容量ですので本モジュールだけ

でArduinoは必要ないほどです。ただし、プログラムをユーザーが書き

換えた場合、ATコマンドによる動作はしなくなりくます。ATコマンドで

動作させる場合には再度、ESP8266のサポートフォーラムで配布され

ているATコマンド用のファームウエアを書き込む必要がありますので

ご注意ください。

※プログラムの書き換えによって場合によってはモジュールが本来期

待される動作をしなくなる場合があります。十分にご注意ください。

別売品と開発ボードのご紹介

ESP-WROOM02は面実装タイプのピン配置でそのままでは使いに

くい(配線しにくい)場合があります。当方では、ESP-WROOM02を2.5

4mmピッチに変換でき、さらにmikroBUS仕様(※)に準拠させたピン配

置にできるブレークアウトボードを販売しております。

その他、上図のブレークアウトボードをそのまま差し込んで、パソコ

ンとのシリアル通信(UART)ができるPIC32MXクリックボード(CLICK-

32MX)も販売しております。本体に32ビットICのPIC32MX534F064

Hを搭載し、工場出荷時にはUART-USB変換プログラムが書き込み済

み。また、パソコンと接続して本ブレークアウトボードにArduinoスケッ

チを簡単に書き込める機能も搭載しています。

このCLICK-32MXと組み合わせれば、ATコマンドモードでの評価、

運用はもちろん、Arduino IDEによる開発も簡単に行えます。もちろん、

ユーザーがPIC32MX534F064Hのプログラムを書き換えれば、オリジ

ナルのボードも開発できます。

※mikroBUSは、セルビアのマイクロエレクトロニカ社が提唱するマイ

コンとセンサなどの周辺モジュールを接続するためのインターフェース

規格の1つです。マイクロチップ社を始め多くのマイコンメーカーが賛

同して開発ボードなどへの採用が広がっています。
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ピン配置と概要

本体裏面の写真（1ピン位置にご注意下さい）

ﾋﾟﾝ ﾋﾟﾝ名 機 能

1 3V3 3.3V本体電源(Vdd)

2 EN チップイネーブルピン、Hレベルで有効

3 IO14 GPIO14

4 IO12 GPIO12

5 IO13 GPIO13, UART-CTSピン(入力)

6 IO15 GPIO15, UART-RTSピン(出力)

7 IO2 GPIO2

8 IO0 GPIO0

9 GND GND

10 IO4 GPIO4

11 RxD UART-受信データ

12 TxD UART-送信データ

13 GND GND

14 IO5 GPIO5

15 RST モジュールリセットピン

16 TOUT NC

17 IO16 GPIO16, ディープスリープからのウェイクアップ

18 GND GND

■モード設定

フラッシュROMからの本体ブートモード

GPIO15ピン GPIO0ピン GPIO2ピン

Low High High

UART通信でファームウエアダウンロードモード

GPIO15ピン GPIO0ピン GPIO2ピン

Low Low High

とりあえずATコマンドで使ってみる(Wi-Fi-UART機能)

本モジュールには色々な機能がありますが、まずは一番標準的な使

い方としてWi-Fi通信でUART信号を無線化する方法を試して、本モジ

ュールを使ってみることにします。まずは本製品の基本的な使い方をご

紹介します。

UART側の通信は、パソコンと行うことにします。UART通信はロジッ

ク電圧レベルが0V-3.3Vです。パソコンのRS232Cポートと接続する

場合にはADM3202のようなICを使って、UART-RS232C変換回路を

作り接続してください。USB経由で接続する場合には、FT232RLのよ

うなUSB-UART変換ICを使うと便利です。

ターミナルソフトは、使い慣れたものがあればそれをご使用頂くのが

一番ですが、当方では下のようなターミナルソフトをご紹介しています。

設定項目が少なく簡単です。

http://www.microtechnica.tv/support/software/
sc_setup.exe

なお本書では次のような決まりで記述しています。

キャリッジリターン(0Dh)は<CR>、ラインフィード(0Ah)は<LF>など

制御コードは< >に入れて記述しています。なお本モジュールはすべて

のコマンドにおいて終端は<CR><LF>と決まっています。戻り値も<C

R><LF>で終端されています。よって特に注意点がない場合には<CR

><LF>は省略して記述していますので、ご注意下さい。

その他16進数表記の場合には数値の後ろにhを付けています。

1 ハードウエアの設定をして電源を入れます。

最初に本機の起動モードを設定します。設定はGPIO15,GPIO0,GPI

O2の3つのピンの状態で決めます。

本体のフラッシュROMに書き込まれているファームウエアからブー

トするので下のように配線します。

GPIO15: Low

GPIO0: High

GPIO2: High

さらにチップを有効にするためにENピン(2ピン)をHighレベルにし

ます。

2 3V3ピン(1ピン)とGNDピン(9,13,18ピン)間に+3.3Vの電圧を印

加します。極性や電圧値の間違いには充分ご注意下さい。

データシートにはありませんが、当方で3V3ピンとGND間に0.1uF

程度のパスコンを入れることをお奨めしています。

3 電源投入後、UARTのTXピンからは76.8kbpsの通信速度で文字列

が出力されます。文字列の内容は主に下記の通りです。

※「******」と記載の部分は変わることがあります。

また送信されてくるデータはファームウエアのバージョンにより違

うことがあります。

ets Jan 8 2013,rst cause:1, boot mode:(3,0)

***********<CR><LF><CR><LF>
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文字列の内容は多少異なることがあります。なお文字列の最後は、

CR(0Dh),LF(0Ah)で終端されています。オシロスコープでその波形

を観察したのが下図です。

この文字列はUARTホスト側で正しく受信できなくても（取りこぼし

てしまっても）かまいません。

文字列が76.8kbpsで返ることが分かっていればホスト側で対処が

できます。

この76.8kbpsで戻るデータが返り終わると、以降115.2kbpsで通

信が開始できます。

4 モジュールとの通信ができているかどうかは、ATコマンドで確認で

きます。UARTのホストデバイスから本モジュールに文字列"AT"とC

R,LFを送信します。（4バイト）

正しくモジュールが動作している場合、"AT"に続いて"OK"という文

字列が返ります。

いくつかCRとLFが入ることに注意して下さい。

下図がその時のオシロ波形です。

最初にモジュールとUARTホストが正しく通信できているかを確認

する意味で、このATコマンドを送信することをお奨めします。

AT

OK

5 それではWiFiのモードを設定しましょう。本モジュールには3つのモ

ードがあります。

①ステーションモード

→周囲にあるアクセスポイント(AP)に接続するモード

②ソフトAPモード

→本モジュールがAPとなるモード

③ステーションモード+APモード

→上記①②両方を実行するモード

ここでは、接続可能なアクセスポイントに本モジュールを接続する

ためステーションモードにします。

6 続いてAPのSSIDとパスワード（暗号化キー）を設定します。

SSIDとパスワードは" "（ダブルクォーテーション）で囲って下さい。

また , カンマで区切ります。

SSIDは大文字小文字が区別されますので正確に入力してくださ

い。正しく接続されると次の文字列が返されます。

またDHCPサーバーがある場合、本モジュールには自動的にIPアド

レスが割り当てられます。（静的割り当ての場合には別途コマンドに

よるIPアドレスの指定が必要です。）

SSIDが間違っていたり、認証に失敗して接続できなかった場合には

次のような文字列が返ります。

xには数字が入り、失敗した理由を示します。

7 APに接続できたら本モジュールに割り当てられたIPアドレスを確認

します。

現在割り当てられているIPアドレスとMACアドレスが返ります。

上記の場合、本モジュールには192.168.1.38が割り当てられてい

ます。

8 では早速TCPソケット通信で本モジュールとWi-Fi経由で通信して

データを送受信してみましょう。

下記のようなネットワークが構成されているとして説明します。

なお、TCPソケット通信ができるターミナルがパソコンにインストー

ルされている必要があります。途方ではHW groupがリリースしてい

るフリーソフト、"Hercules"をお奨めしております。TCPやUDPのサ

ーバー、クライアントとして動作可能で使いやすいソフトウエアで

す。下記のサイトからダウンロードできます。

AT+CWMODE=1

AT+CWJAP="SSID", "Password"

WIFI CONNECTED

WIFI GOT IP

OK

+CWJAP:x xは数字

FAIL

AT+CIFSR

+CIFSR:STAIP,"192.168.1.38"

+CIFSR:STAMAC,"18:fe:xx:xx:xx:xx"

OK
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http://www.hw-group.com/
※"Software"→"Hercules"と進み"Download version x.x.x"と書か

れたリンクからダウンロードできます。

exeファイルが直接ダウンロードされますので、デスクトップ等に保

存して起動して使って下さい。

本書ではこのソフトウエアを使った例で解説しています。

ネットワーク構成例：

ネットワーク上にあるパソコン(上図では192.168.1.42)でフリー

ソフトのHerculesを実行します。

ESP-WROOM02はクライアントとして動作していますので、PC側

はTCPサーバーとして動作させます。Herculesの"TCP Server"タブ

をクリックして開きます。

9 Server statusの所にあるPortでポート番号の設定をします。

ここでは8080とします。"8080"と入力して"Listen"ボタンを押しま

す。

※TCPサーバーのリスニングとは、接続待ちのことです。

※ポートを別のアプリケーションやプロセスが使用している場合に

は別のポートにしてください。

10 ESP-WROOM02側でTCPサーバーに対して接続します。

ここでは192.168.1.42のサーバーにポート8080で接続するので

次のようにコマンドを送ります。

接続が正しくできると次のような文字列が返ります。

なお、パソコン側にファイヤーウォールがインストールされていて、

該当するポートが開放されていないと接続できません。必ずファイ

ヤーウォールの設定でHerculesにて指定ポートが開放されているか

確認してください。

11 ESP-WROOM02側(UART側)から4バイトの文字データを送信し

てサーバー側で受信できるか確認してみましょう。

上記のようにコマンドを送ると本モジュールはこれから4バイトの

192.168.1.42

UART用PC

UART(Tx,Rx)

AP

192.168.1.38

AT+CIPSTART="TCP","IP_ADDRESS",PORT

AT+CIPSTART="TCP","192.168.1.42",8080

CONNECT

OK

AT+CIPSEND=4

データをコネクションが確立しているサーバーに対して送信する準

備をします。

送信可能になると、OKと>という文字が返ります。

この>が戻ってから、送信したいデータ4バイトを本モジュールに対

してUARTホストは送るようにします。

12 ここでは数字（文字列）で"1234"と送信してみます。

正しく送信できるとSEND OKの文字列が返ります。

13 HerculesのReceived dataのボックスには受信した文字列1234が

表示されていれば成功です。

14 つづいてサーバー側からモジュールに対してデータを送信してみま

しょう。ここでは文字列"HELLO"という5バイトを送信してみます。

HerculesのSendテキストボックスに"HELLO"と入力して"Send"ボ

タンを押します。

15 モジュールは次のように文字列を出力します。

OK

>

1234

SEND OK

+IPD,5:HELLO
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16 数字の5は受信したバイト数、：（コロン）に続いて受信したデータが

出力されます。なおこのデータは文字列だけでなくバイナリデータ

でも同様です。例えば下図はTCPサーバー側から、00h,FFh,00h,F

Fhという4バイトのデータを受信した時の波形データです。

サーバーと切断する時は次のコマンドで切断できます。

トランスペアレントモードでの通信(ATコマンドモード)

トランスペアレントとは「透過的な」という意味です。本モジュールに

はトランスペアレントモードというモードがあります。先にご紹介した使

用方法では各種設定、サーバーへの接続等はすべてATコマンドで行い

ました。さらに送受信したいシリアルデータに関してもATコマンドで送

信バイト数を指定した後に送信したり、受信も"+IPD,x:"という文字列

に続いて受信したデータを出力しました。これはATコマンドでのデータ

送受信であり多くのデータをシームレスにリモートデバイスと送受信し

たい場合には不向きです。

そこで使用されるのがトランスペアレントモードです。このモードが

本モジュールで実行されると、それ以降すべての送受信データは有線

で直接デバイス同士が接続されているかのようにシームレスに行われ

るようになります。シリアルデータ送受信のたびに面倒なATコマンドの

操作を行わなくてもよいので便利です。

本項ではトランスペアレントモードに移行して通信をする手順を紹介

します。

1 前の項の「とりあえず使ってみる」編の手順1～11までを行い、本モ

ジュールと、TCPサーバーが動作するパソコンとをコネクションが

確立した状態にしておきます。

2 トランスペアレントモードに移行しますので次のコマンドを本モジュ

ールにUARTホストから送信します。

なお設定値を0にするとATコマンドモードになります。

正しく実行されるとOKが返ります。

3 AT+CIPSENDコマンドを送信し、>が戻るとトランスペアレントモ

ードに移行します。

AT+CIPCLOSE

AT+CIPMODE=1

>が返った後は後述するエスケープシークエンスが実行されるまで

トランスペアレントモードは続きます。

4 UARTターミナル側から適当な文字列を本モジュールに入力してみ

てください。その文字列がそのままTCPサーバーとして動作している

HerculesのReceived dataのウインドウに表示されます。

送信したデータ

↓

受信したデータ

5 なお同様にしてHercules側から文字列を適当に送信してみてくださ

い。その送信した文字列が本モジュールのUART側からそのまま出

力されます。

なお、トランスペアレントモードは基本的に1対1での通信をしている

場合に使うモードです。1対多の通信にはこのモードは使えません。

トランスペアレントモードを実行している場合、モジュールはATコマ

ンドは一切受け付けません。仮に"AT+RST"（本体リセット）などと送信

しても、単にその文字列がそのままTCPサーバー側に送信されるだけ

です。トランスペアレントモードを終了するにはエスケープシークエン

スという特殊な方法を使います。

エスケープシークエンスとはUART側で本モジュールに対して、

"+++"という3つの+文字(2Bh)を続けて3回送信するというものです。

本モジュールは"+++"を受信すると、トランスペアレントモード終了の

合図として認識してATコマンドモードに移行します。なお"+++"の3バ

イト前後には何もデータを付けないようにします。00h（0期間）やNull

データ、<CR><LF>などの制御コードが付いてしまうと本モジュール

は送信するデータだと認識してATコマンドモードには移行しません。

次の図は"+++"をUARTホストから送信した時の波形データです。前

後には何のデータもないこと、各データ間にもディレイがないことがわ

かります。

AT+CIPSEND

レスポンス→ >
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正しくATコマンドモードに移行したかどうかは、"AT"を送信してみて

"OK"が返ることで確認できます。

ESP-WROON02モジュールをサーバーとして使う

ソフトAPモードを動作させる

これまでの例では、本モジュールはクライアントとして動作しており、

パソコンに作ったリスニングしているTCPサーバーに接続して通信を

行いました。

この項では本モジュールをTCPサーバーとして動作させ、複数のクラ

イアントを接続させてみます。

本モジュールはソフトAPモードを搭載しています。このソフトAPモー

ドは本モジュールがアクセスポイントとなるモードです。本モジュール

はDHCPサーバーも搭載していますので、本モジュールに接続した機器

には動的にIPアドレスが割り当てられます。

デフォルト設定では、本モジュールのIPアドレスは、192.168.4.1とな

っており、使用するポートは333と決められています。

上図のような接続例を仮定しています。

下記のコマンドを送信した際には必ずOKがモジュールから返ることを

確認して下さい。

1 本モジュールをソフトAP+ステーションモードに設定します。

2 続いて本モジュールに複数のデバイスが接続できるようにマルチプ

ルコネクションを有効にします。

AT+CWMODE=3

AT+CIPMUX=1

ソフトAPモード

192.168.4.1

UART(Tx.Rx)

UARTホストPC
192.168.4.2

192.168.4.3

192.168.4.4

3 本モジュールをサーバーモードで動作させます。

4 この状態になると本モジュールはAPとして動作していますので、無

線LAN対応のPC等のデバイスから検索するとSSIDが"ESP_xxxxx

x"という名前で見つかります。

ここに接続してください。

5 接続したPC側はクライアントデバイスとなりますので、HerculesはT

CPクライアントとして実行します。

6 モジュールIPは、192.168.4.1に、ポートは333として"Connect"ボ

タンを押して接続します。

7 接続されると、ESP-WROOM02は次のような文字列をUART側か

ら出力します。

なおこの番号は接続されたクライアントデバイスに対して付けられ

る物で、0から始まります。2台目を接続するとそのデバイスには1

が付与されます。

本モジュールがサーバーモードとして動作している時、本モジュール

タイムアウトにより一定期間通信のないクライアントデバイスとは

自動的にコネクションを切断します。そのため接続をずっと維持し

ておきたい場合には、2秒ごとに何らかのデータをクライアントデバ

イスは送信し続ける必要があります。

接続が切断されると、"0,CLOSED"という文字列がUART側から出

力されます。

8 データの送受信はATコマンドモードで実行します。クライアントデ

バイスから本モジュールに対してデータが送られると、下のように

クライアントデバイス毎に付与された番号が明示されて受信データ

としてUART側から出力されます。

例えば上記の場合、デバイス0は4バイトの文字列"9898"を送信し

た、デバイス1は3バイトの文字列"123"を送信した・・というように

なります。

AT+CIPSERVER=1

0,CONNECTED

+IPD,0,4:9898

+IPD,1,3:123
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9 一方、本モジュールからクライアントデバイスに対してデータを送信

する場合にはAT+CIPSENDコマンドに送信したい相手先の位アン

ドデバイス番号を指定して送信します。フォーマットは下記の通りで

す。

クライアントデバイス0にデータを10バイト送りたい場合には次の

ようにします。

OKと、>が返ったら送信したいデータ10バイトを送ります。

なお、マルチプル通信をしている場合トランスペアレントモードは実

行できません。

仮想COMポートによるPCとの透過的な通信

ここまでの解説では、パソコン側にTCPソケット通信のできるターミ

ナルソフトを使って本モジュールとの通信をしました。

本項では、パソコン側に仮想COMポートソフトウエアをインストール

し、従来のRS232C通信と同様のCOMポート通信によって遠隔地の本

モジュールと通信する方法をご紹介します。これによりパソコン側のソ

フトウエアはCOMポートにアクセスできれば、遠隔地の本モジュールと

シリアル通信ができることになります。

最初にパソコンにインストールする仮想COMポートドライバーをダウ

ンロードします。仮想COMポートドライバはHerculesと同じHW group

が配布している"HW VSP3"というソフトウエアを使用します。

http://www.hw-group.com/
※"Software"→"HW VSP3"と進み"DOWNLOAD & Links"と書かれた

枠内にある"HW VSP: Singleport x.x.x"リンクからダウンロードできま

す。

ダウンロードしたHW VSPを実行してインストールを行って下さい。

なおインストール途中でインストールするソフトウエアのタイプを聞か

れますので、"Client-Server installation"を選択してください。

それではパソコンに仮想COMポートを作り、実際に通信してみること

にしましょう。モジュールはステーションモードとして動作させクライア

とデバイスとなります。パソコン側はサーバーモードで動作させます。

アクセスポイント経由でパソコン通信とします。

1 最初にモジュール側の準備をしておきます。

モードはステーションモードとして動作させます。本書2ページの手

順6～8までを実行して本モジュールをアクセスポイントとして通信

可能な状態にし、IPアドレスを取得した状態にしておきます。

AT+CIFSRで下記情報が得られたとして説明します。

AT+CIPSEND=CLIENT_ID, BYTE

AT+CIPSEND=0, 10

+CIFSR:STAIP,"192.168.1.38"

+CIFSR:STAMAC,"18:fe:xx:xx:xx:xx"

モジュールのIPアドレスは192.168.1.38であることが分かります。

2 続いて仮想COMポートの設定をします。インストールしたHW VSP

を起動します。"Virtual Serial Port"のタブをクリックして、"Login"

ボタンを押します。

パスワードが聞かれますので、"admin"と入力してOKボタンを押しま

す。

3 "Settings"タブに移動して、"TCP Server Mode"にチェックを入れ

ます。

これでパソコン側はTCPサーバーとして動作し、接続のリスニング

をすることになります。

その他、次の項目のチェックは外して下さい。

□ Purge Buffers when Port is Opened

□ Log Enabled

□ NVT Enabled

□ Strict Baudrate Emulation

4 "Virtual Serial Port"タブに移動します。

パソコンに作るCOMポート番号を指定します。

ポート番号はユーザーが自由に選択できますが、他のデバイスと競

合した番号を設定すると不具合が発生しますので、必ず空いている

ポート番号を指定してください。（どのポートが空いているかはデバ

イスマネージャの"COMとLPT"の項目で確認してください。）

COMポートを選択したら、ポート番号を指定します。ポート番号はウ

ェルノンポート以外であれば何番でもいいですが、ここでは8089と

しました。IP Addressはサーバーモードで動作している場合には、0.

0.0.0となりますのでそのままにしておきます。

5 "Create COM"ボタンを押します。

パソコンにCOMポートが作られます。作成までに数秒かかります。

COMポートが作られると、デバイスマネージャ内に"Virtual Serial

Ports(Eltima Software)"というグループができ、ツリーを展開する

と、作られたCOM番号が表示されます。
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6 この状態でサーバーは動作していますので、モジュール側から接続

するとができます。モジュールに次のATコマンドを入力して接続し

てみましょう。

上記はサーバーPCが192.168.1.42で動作している場合の例です

ので、実際の環境に合わせて指定します。

ポート番号は、先ほどHV VSP3で設定したポート番号を指定しま

す。

接続ができると"CONNECT"と"OK"という文字列がUART側から出

力されます。

7 これでコネクションは確立しました。

パソコン側でCOM3を開くと通信が開始されます。ただしこの状態

ですとシリアル通信はATコマンドフォーマットに即した通信となり

ます。トランスペアレントモードに移行した方がシームレスな通信が

可能となりますので、モジュール側をトランスペアレントモードに移

行します。

>がモジュールから返った後、トランスペアレントモードが実行され

ています。

PC側のシリアルターミナルからCOMポートをオープンしてデータを

送信してみてください。そのデータは直接、ESP-WROOM02のUAR

Tから出力されます。

逆にモジュールのUART-RXピンに入力されたシリアルデータはそ

のまま遠隔地にあるパソコンのターミナルソフトで表示されます。

仮想COMポートドライバーとトランスペアレントモードを組み合わ

せることで、まるでRS232C有線で接続しているかのようにUART

通信を無線化して送受信できます。

8 コネクションは、パソコン側のシリアルポートを閉じて、HW VSPソ

フトウエアの"Delete COM"をクリックすると切断されます。

本モジュールはトランスペアレントモードからATコマンドモードに

移行する必要がありますので、エスケープシークエンスを実行して

ATコマンドモードに戻って下さい。

AT+CIPSTART="TCP","192.168.1.42",8089

AT+CIPMODE=1

OK レスポンス

AT+CIPSEND

OK レスポンス

> レスポンス

ESP-WROOM02同士による通信① ｽﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ時

ESP-WROOM02同士をWi-Fiによって無線接続してシリアルﾃﾞｰﾀ

を相互に送受信することも可能です。方法は2つあります。

1つは両方のモジュールをステーションモードで動作させ、どちらか

一方のモジュールをサーバーとしてリスニングしておきます。AP経由で

両方のデバイスはネットワークに接続し、クライアント側のデバイスか

らサーバーデバイスに対してコネクションを要求して接続し、通信を行

う方法です。

もう1つの方法は、片方のモジュールをソフトAPモードで動作させ

て、そのAPにもう片方のモジュールを接続して通信を行う方法です。ア

ドホック通信の代用です。

本項では先にご紹介したステーションモードで接続する方法をご紹

介します。APを介して接続できるため、既に構築されているWi-Fiネット

ワーク環境でモジュール同士のシリアル通信ができるのが魅力です。接

続例は下記の通りです。なお静的にIPアドレスを決めて以内以外は、D

HCPサーバーがネットワーク内にある必要があります。

1 最初に各モジュールの設定を行います。次のように設定します。

なおこれまでに紹介したコマンドについては説明は省略していま

す。また各コマンド実行後には戻り値OKなどを必ず確認してくださ

い。

■サーバーとして動作させる側

サーバーとして動作させる場合には、あらかじめマルチプルコネク

ションを有効にしておく必要があります。

続いて、"AT+CIPSERVER=1,1001"としてサーバーモードを実行

します。引数最初の1はサーバーをクリエイト（作る）指定です。

カンマに続いてリッスンするポートを指定します。ここでは1001を

リッスンポートとして設定しました。

ここまでの操作でサーバーとしてこのモジュールは動作しています。

■クライアントとして動作させる側

AP

192.168.1.37 (ｻｰﾊﾞｰ) 192.168.1.38

AT+CWMODE=1

AT+CWJAP="SSID","PW" //接続するATのSSIDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

AT+CIFSR //自機のIPｱﾄﾞﾚｽ確認

AT+CIPMUX=1 //マルチプルコネクション

AT+CIPSERVER=1,1001 //下記の説明参照

AT+CWMODE=1

AT+CWJAP="SSID","PW" //接続するATのSSIDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

AT+CIFSR //自機のIPｱﾄﾞﾚｽ確認

AT+CIPSTART="TCP","192.168.1.37",1001
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クライアント側の操作はこれまでと同じです。接続はAT+CIPSTAR

Tコマンドで行います。プロトコルはTCPを指定して、サーバーのIP

アドレスと、ポートを指定します。

2 これで正しく通信ができると、次のような文字列がそれぞれのデバ

イスで発行（UART側から出力）されます。

■サーバー側

■クライアント側

サーバー側は、接続してきたクライアントに対して0から順番にID番

号を付けます。以後サーバー側ではこのID番号で様々なやりとりの

指定をすることになりますのでこのIDは重要です。

サーバー側はクライアントが接続してくるまでずっとリッスン状態

（待機状態）ですので、サーバー側になったモジュールから通信を開

始することはできません。あくまでもサーバー側モジュールは、自機

に接続してきたクライアントに対してのみ通信ができます。

※TCPコネクションは一定時間何の通信もないと、自動的に切断さ

れます。切断されてしまった場合に再度クライアントモジュール側か

らサーバーモジュールに対して接続をし直す必要があります。

コネクションを切断したくない場合には、2秒ごとに何らかのダミー

データを送信しつづける必要があります。

3 クライアント側からサーバー側に4バイトのメッセージを送る場合

には次のようにします。（例："ABCD"という文字列送信）

コマンド実行後、モジュールから>が返ったら送信したいデータ4バ

イトを送信します。

サーバー側はデータを受信すると、次のようにUART側から出力し

ます。

これは、ID0のクライアントから4バイトのデータを受信し、その内容

は：（コロン）以降にあるということを意味しています。

4 逆にサーバー側モジュールのから10バイトのデータをクライアント

側に送信してみます。

指定の時、サーバー側は送信先のIDを指定して、カンマで区切った

後に送信バイト数を指定します。

コマンド実行後、モジュールから>が返ったら送信したいデータ10

バイトを送信します。

クライアント側は受信すると次のように出力します。

10バイトのデータを受信して、その内容はコロン以降、ということ

を意味しています。クライアント側はサーバーとしか通信できません

ので、IDなどは付与されていないことに注意してください。

0,CONNECT

CONNECT

OK

AT+CIPSEND=4

+IPD,0,4:ABCD

AT+CIPSEND=0,10

+IPD,10:1234567890

5 コネクションを切断したい場合には、AT+CIPCLOSEコマンドを使

います。クライアント側はこのコマンドだけでサーバーとの接続を切

断できます。

サーバー側は切断したいクライアントIDを=に続けて指定します。例

えばID0と切断したい場合には次のようにします。

※補足資料

一般的なIEEE802.11gの環境で、2台のESP-WROOM02をステー

ションモードで実行してAP経由で接続して、シリアルデータが相手方の

モジュールに何秒程度で届くかを計測しました。ネットワークの場合ル

ーティングや、AP、ルーターなどの性能、その他様々な要因で遅延が発

生しますので、一概にここに掲載の内容になるとは限りませんが参考デ

ータとして掲載致します。

AT+CIPSEND=1を実行して1バイトのデータ、31h(数字の1)を送

信したとき、それを受信側が何秒後にUART経由で出力したかの計測

図です。実測で約8ミリ秒程度となりました。

受信側

送信側

ｼﾘｱﾙﾃﾞｺｰﾄﾞ

約8ミリ秒

送信側LF送信後8.2ミリ秒後に受信

5 トランスペアレントモードに移行したい場合、クライアント側だけが

サーバーモジュールに対するトランスペアレントモードを実行でき

ます。サーバーとして動作しているモジュールは、送信先のリモート

モジュールを指定する必要がありますので、トランスペアレントモー

ドには移行できません。

クライアントモジュール側で次のコマンドを実行します。

AT+CIPCLOSE=0
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>が返った時点からトランスペアレントモードが実行されています。

以後、クライアント側のモジュールは任意のタイミングでUARTデー

タをサーバー側に送信できますし、サーバーモジュールからの受信

も可能です。

トランスペアレントモードを終了したい場合にはクライアント側でエ

スケープシークエンスを実行して終了します。

サーバー側はあくまでも、ATコマンド内でのデータ通信となります。

ESP-WROOM02同士による通信② ｿﾌﾄAPﾓｰﾄﾞ時

ソフトAPモードを片側のモジュールで実行すれば、その他のモジュー

ルは、そのAPに接続すれば通信ができることになります。Wi-FiのAPを

経由せずにデバイス同士で直接接続ができます。

1 最初に各モジュールの設定を行います。次のように設定します。

また各コマンド実行後には戻り値OKなどを必ず確認してください。

■サーバーとして動作させる側

サーバー側はソフトAPモードに設定し、サーバーを有効にしてポー

トを開きます。これでリッスン状態になります。

これでソフトAPが動作していますが、自機のSSIDを確認しておいて

ください。デフォルトでは ESP_XXXXX (Xは数字又はローマ字)と

なっています。

■クライアントとして動作させる側

クライアント側モジュールは、ステーションモードとして実行します。

そしてクライアント側モジュールは、相手方のソフトAPモードで動作

しているモジュールのAPに接続します。

AT+CIPMODE=1

AT+CIPSEND

192.168.4.1

ソフトAPモード実行側（サーバー）
192.168.4.2

AT+CWMODE=2 //ソフトAPモード

AT+CIFSR //自機のIPｱﾄﾞﾚｽ確認

AT+CIPMUX=1 //マルチプルコネクション

AT+CIPSERVER=1,1001 //サーバーモード

AT+CWMODE=1

AT+CWJAP="ESP_xxxxx","" //接続するATのSSIDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

AT+CIFSR //自機のIPｱﾄﾞﾚｽ確認

AT+CIPSTART="TCP","192.168.4.1",1001

デフォルト設定では、ソフトAPモードで動作するモジュールのSSID

は ESP_XXXXXX となっています。パスワードはかかっていません

ので、""（ダブルクォーテーション2つ）としておきます。

APに接続できたら、IPアドレスを確認してみてください。デフォルト

設定では本モジュールがソフトAPとして動作している時、DHCPサ

ーバーが有効になっています。割り当てられるアドレスは、192.16

8.4.2～になります。

APに接続できたらAT+CIPSTARTコマンドでサーバーとして動作し

ている相手方モジュールとのコネクションを確立します。

※ソフトAPモードで動作しているESP-WROOM02と接続しても、

コネクションは確立していませんので、通信をする場合にはAT+CI

PSTARTコマンドでコネクションを確立する必要があります。

2 あとの操作は先の「①ステーションモード時」と同じです。

クライアント側からデータ送信する場合には、AT+CIPSENDコマン

ドで送信データのサイズをバイト単位で指定してデータを送ります。

サーバー側からクライアント側へデータを送信する場合には同様に

AT+CIPSENDを使いますが、クライアント側のIDを付加してバイト

数を指定します。

クライアント側モジュールは、トランスペアレントモードに移行する

ことも可能です。

ESP-WROOM02からTwitterへの投稿、読み取り

ESP-WROOM02を使って、Twitterへ任意の文字列をツイートする

方法を紹介します。Twitterへのつぶやきは通常TwitterのAPIを使いま

す。しかしこの方法は手順が煩雑でマイコンなどからの制御には適さ

ないため、Twitterへ文字を簡単にツイートできるプロキシサービスを

使います。サービスの1つにStewGate Uというものがあり無料で利用

することができます。

StewGate U(http://stewgate-u.appspot.com/)にアクセスして、

自分のTwitterアカウントに対して、StewGate Uとの連携を認証すると

StewGate Uからトークンが発行されます。このトークンによって、Stew

Gate UはTwitterアカウントを識別して、送られた文字列をTwitterにツ

イートするという仕組みになっています。

トークンはいくつでも追加できますし、削除することもできます。

■Twitterへのツイート

1 パソコンからStewGate Uのサイトにアクセスします。

http://stewgate-u.appspot.com/

2 「→使ってみる」というリンクがあるのでクリックします。

3 「ログインしていません」と表示されるので、「Twitterにログイン」を

クリックしてログインします。

4 「StewGate Uにアカウントの利用を許可しますか？」という表示が

出ますので、「連携アプリを認証」をクリックします。

これでStewGate UとTwitterアカウントが連携しました。

StewGate Uのダッシュボードを表示させるとTwitterアカウントに

紐付けされたトークンが表示されます。

このトークンがやりとりで大切になります。

また _t= を含めてトークンの文字列の長さをメモしておきます。
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5 それではESP-WROOM02からStewGate Uにアクセスして投稿し

てみましょう。ここでは試しに「Hello! ESP-WROOM02」という18

文字をツイートしてみることにします。

まずESP-WROOM02がインターネットにアクセスできる状態であ

る必要があります。ステーションモードで実行し、ルーターなどのAP

と接続しておいてください。APとの接続が完了してインターネットに

アクセス出来る状態で次のコマンドを実行します。

これで"CONNECT OK"が返ることを確認します。

6 次のコマンドを送信します。※斜体文字は戻り値です。

送信する文字列内にはキャリッジリターンとラインフィードがそれぞ

れ挿入される場所がありますので、下記ではその部分を< >で明示

しています。

全体の長さは118+データの長さとします。

"Content-Length"は"_t="からメッセージまでの長さとなります。

通常トークンが32で _t= と &msg= の8文字で長さ40となりそ

こにメッセージの長さが加算されます。

<CR>と<LF>の入っている位置に注意してください。

7 正しくツイートできると次のような文字列が返ります。

ポイントは、HTTPのレスポンスが200番でOKであることです。

その他エラーが出ていなければ成功です。ツイッターを確認して正

しく投稿されているか確認してください。

AT+CIPSTART="TCP","stewgate-u.appspot.com",80

AT+CIPSEND=136

OK

>

POST /api/post/ HTTP/1.0<CR><LF>

Host: stewgate-u.appspot.com<CR><LF>

Content-Length: 58<CR><LF>

<CR><LF>

_t=xxx～ xxx&msg=Hello! ESP-WROOM02<CR><LF>

この xxx～ xxxの部分は StewGate Uで発行された

トークンを入力してください。

Recv 136 bytes

SEND OK

+IPD,187:HTTP/1.0 200 OK

Cache-Control: no-cache

Content-Type: text/plain

Date: Wed, 01 Jul 2015 15:52:28 GMT

Server: Google Frontend

Content-Length: 3

Alternate-Protocol: 80:quic,p=0

OK

CLOSED

この方法を使えば、定期的にセンサーからの情報をツイッターにツ

イートしたり様々な応用ができます。

■Twitterから最新返信の読み取り

StewGate Uを使うと、最新の返信を (@yourname の入ったメッセ

ージ)を受け取ることもできます。（※ツイートを取得するのではなく、返

信を取得することに注意して下さい。）

方法とツイートとほぼ同じですが、アクセスするURLが違っています。

またトークンだけを指定します。

例として下図のように、"This is test message!"という返信があっ

た場合の例を紹介します。

1 最初にTCPコネクションをスタートします。

2 次のコマンドを送信します。※斜体文字は戻り値です。

送信する文字列内にはキャリッジリターンとラインフィードがそれぞ

れ挿入される場所がありますので、下記ではその部分を< >で明示

しています。

AT+CIPSTART="TCP","stewgate-u.appspot.com",80

AT+CIPSEND=123

OK

>

POST /api/last_mention/ HTTP/1.0<CR><LF>

Host: stewgate-u.appspot.com<CR><LF>

Content-Length: 35<CR><LF>

<CR><LF>

_t=xxx～ xxx<CR><LF>

この xxx～ xxxの部分は StewGate Uで発行された

トークンを入力してください。
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3 正しく最新の返信が取得できると次のような文字列が返ります。

正しく受信できたことを確認するには、HTTPの200番であることを

確認します。続いて、戻された値のうち、返信メッセージに関する部

分は上図の2015～一番最後までの部分です。

内容は次のようになっています。

GMT時間|メッセージID|送信者名|@アカウント|メッセージ

メッセージIDはメッセージ毎に付与されますので、違うIDであれば

新しいメッセージであることがわかります。

Android OSとの通信

ESP-WROOM02はWi-Fi通信でソケット通信ができますので、Wind

ows以外のOS、Android OSやiOSとの通信も可能です。本項ではフリー

のアプリを使って、これらのAndroid OSと簡単に通信を行う方法をご

紹介します。

■Android OSのフリーアプリでボタンアプリケーションの作成

Android OSにはTCP関係のフリーアプリがいっぱいリリースされて

いますがここでは、画面にボタンを作って、任意の値をボタンに割り当

てられるアプリで実験してみましょう。

ESP-WROOM02はソフトAPモードでもステーションモードでもどちら

でも使用できますが、ここではステーションモードでの使い方を説明し

ています。

1 Android OSの端末でGoogle Playを開いて検索に「WiFi TCP/UD

P Controller」と入力して検索し、インストールしてください。

2 上記のソフトを実行してみてください。何も割り当てられていないボ

タンが"DEF"という名前でいくつか表示されています。

このボタンには任意のラベルが付けられますし、押した時に送信す

る値も自由に設定できます。

ここでは一番左上にボタンに「試験」という文字を表示させ、ボタン

を押したとき、50h(ASCII="P")を出力するようにしてみます。

画面右上の"PREFERENCE"ボタンを押して設定画面を開きます。

3 スクロールして"BUTTON"という項目の所を表示させます。

Recv 123 bytes

SEND OK

+IPD,281:HTTP/1.0 200 OK

Cache-Control: no-cache

Content-Type: text/plain; charset=utf-8

Date: Wed, 01 Jul 2015 16:16:28 GMT

Server: Google Frontend

Content-Length: 81

Alternate-Protocol: 80:quic,p=0

20150701161008|******************|account|@you

rname This is test message!

4 "Name"をタップして"button1"をタップし、入力画面に切り替わった

ら"試験"と入力します。日本語の場合には2文字程度が適当です。

5 続いて、このボタンを押したとき送信する値を設定します。

"COMMAND"をタップして"ASCII-HEX"を"HEX"に指定します。

続いて"button1"の所をタップし、"50"と入力します。

一連の設定をすると下図のようになります。

6 続いて今設定したボタン以外のボタンはすべて表示しないようにし

ます。これで"試験"というボタンのみ画面に表示されるようになり

ます。

"Visibility"をタップし"button1"以外のすべてのボタンのチェックを

外して下さい。

7 この状態で設定すると、下図のような表示となります。

8 ESP-WROOM02の設定をします。モジュールはステーションモード

として実行し、サーバー機能を有効にしておきます。ポートは1001

とします。

9 WiFi TCP/UDP ControllerとESP-WROOM02のコネクションを

確立します。画面右上の"PREFERENCE"ボタンをタップして設定

画面を開き、"TARGET"の"IP or Domain Name"をタップします。

IPアドレスが入力できるようになりますので、ここにモジュールのIP

アドレスを入力します。OKを押します。

AT+CWMODE=1

AT+CWJAP="SSID","PW" //接続するATのSSIDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

AT+CIFSR //自機のIPｱﾄﾞﾚｽ確認

AT+CIPMUX=1 //マルチプルコネクション

AT+CIPSERVER=1,1001 //サーバー有効、ポート1001
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10 続いて"Port"の所をタップし、ポート番号を1001として決定します。

11 最後に"TCP/UDP"の所をタップし、"TCP"に設定します。

以上の設定をすると下図のようになります。

上図ではモジュールのIPアドレスが192.168.1.38の場合です。

これでコネクションが確立しました。

Android端末上にできているボタン「試験」をタップすると、サーバー

側UARTで次のデータが出力されることを確認してください。

なお、サーバーとの接続はしばらく無通信時間が続くと自動的に切

断されますので、切断された場合には"CONNECT"というボタンが

表示されますので、このボタンを押してください。

その他ボタンの大きさを変更したり色を変えたり色々と設定が可

能ですので、お試し下さい。

簡単にスマホでリモートコントローラーが作れます。

製品の技術的なサポートについて

本製品の技術的なサポートは製品の開発元、Espressif社が直接行

います。技術的なサポートが必要な場合には、開発元へ直接ご連絡頂

きます。当方での技術的なサポートは致しておりません。

なお本製品はオープンソースハードウエアです。ファームウエアを含

め全てのデータはGithub等ネット上で公開されており、適宜そういった

情報をお客様ご自身で得て、お使い頂く製品です。

使い方やファームウエアなどについても、原則はメーカーのリリース

する最新のデータシート、メーカー設置のBBSで公開される情報を元

にお使い頂く必要があります。当方でのサポートは一切行っておりませ

ん。

技術サポートはすべて英文となります。あらかじめご了承頂けますよ

うお願い申し上げます。なお、日本語マニュアル及びFAQにつきまして

は、当方のサイトより最新の情報をご提供致します。

+IPD,0,1:P

情報等はEspressif社のサポート情報ページをご参照ください。

http://bbs.espressif.com/

データシート等のダウンロードは下記から可能です。

https://espressif.com/en/support/download/
overview

https://espressif.com/en/support/download/
documents

本製品のコントローラ、ESP8266の各種プログラムは下記のgithubで

各種公開されています。

https://github.com/espressif

商標表示、 他社商標について 掲載されている会社名・商品名・サービ

ス名は各社の商標または登録商標です。

マイクロテクニカ

〒158-0094 東京都世田谷区玉川1-3-10

TEL: 03-3700-3535 FAX: 03-3700-3548

(C)2015 Microtechnica All rights reserved


